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約要

看護学生の入棺体験による死観の変化

―Death EducatiOnの 効果に関する準実験的研究―

河 野  由 美
藍野大学

本研究は一つの実験と二つの縦断的調査から構成されている。研究の第 1の 目的は入棺体験によるDeath
EducatiOnの 効果を実証的に検証することである。第 2の研究目的は,その効果の持続性を縦断的研究 (調査 1)
から明らかにすることである。第 3の研究目的は,被験者の宗教性によりDeath EducatiOnの 効果がどのよう
に異なるのかを解明することである (調査 2)。

結果から,①経験的 Death Educadonは否定的死観を低減させ肯定的死観を強める効果があること,② Death
EducadOnの効果の持続性は死を知ること以外は乏しいこと,③経験的 Death Educationの 効果は被験者の宗
教′性により異なることが明らかとなった。

キーワー ド:デス・ェデュヶ―ション (死の準備教育),死観,宗教観,看護学生

は じめ に

Death Education

(デス・ェデュヶ―ション :死の準備教育 )

最初の公式な Death EducauOnのプログラムが始まった
のは 1950年代で,Death Educationの 実践が急増したのは
1960年代,1978年 には少なくとも 938校の短大や大学が
Death EducatiOnコ ースを提供 していたとされている

(Durlak,1994)。 欧米では医療者への Death EducatiOnの

必要性が広く認識され,特に死に逝く患者やその家族と
接する医療関係の学生には実施されるべきものである

と,Death EducatiOnは教育カリキュラムの中に広く組み
こまれている (Davis&」essen,1980)。 DickinsOn,Sumner

&Frederick(1992)に よれば,欧米では医学,看護学 ,
薬学,歯学, ソーシャルワーク (社会福祉学)の学校の
13～ 40%が Death EducatiOnの フルコース科目を提供 し
ているとされている。一方,日 本の Death EducatiOnの 現
状を調査した研究は数少ないが, 日本においては医療者
への Death Educadonの 必要性は認識されつつあるもの
の,いまだカリキュラムの時間的制約や教育適任者の問
題もあり,Death EducatiOnが 充分になされているとは言

いがたい現状にある (谷 ,1995)。

ところで,Death EducatiOnと は具体的にはどのような

もので,ど のような目標を持つ教育なのであろ うか。
Hayslipら (1993)は 「Death EducatiOnの プログラムの性

質や内容は定まっていないが, 日標としては死の不安の

軽減であるJ,そ して「死の不安が軽減することで人は自
分や他者の死に,よ り効果的に対処できるようになる」と

述べている。また,患者へのケアの質はケア提供者の死の

不安により生じる否定的な感情に左右される (HutchisOn

&Scherman,1992)た め,Death EducatiOnの 目標は死の
不安の軽減 とされてきた。そ して,こ れまでの Death
Educationの 効果に関する研究では,Templer(1970)の
Death Anxiety Scale(死の不安尺度 ;DAS)が 指標として
多く用いられてきた。Death Educationに 関しては様々な

解釈や定義が存在しているが,大方の見方では,死の不
安を軽減することが Death Educadonの 目標であり,そ の

目標達成のための教育や学習がDeath EducatiOnになると

解釈して間違いないと思われる。

しかし,Death Educationの効果についての研究の結果
は一致 していない。例えば,幾 つかの研究ではDeath
Educationの 効果 を支持 しているが (Peal et al"1981:
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ものがあるが,入棺体験を経験的 DEと して扱 う理由は,
納棺の儀を経て実際に入棺することで自分の死を擬似体

験できるからである。その体験により学生は, 自分を含

め誰にでも死は訪れることを知 り,一人称や二人称の死

について考え,ご遺体など死に関連するものを極端に忌
避することが少なくなると思われる。

そして,本研究では,看護学生への Death Educationの

効果に関して,被験者の宗教性に焦点を当てるとともに,
プログラム内容 (教示的 。経験的)の相違の観点から,実

験的に解明を試みた。

具体的には以下のことを解明することを研究目的とし

た。

①看護学生が経験的 DEを受けることにより,死への見
方である死観がどのように変化するのかを解明する。

②入棺体験による死観の変化は長く持続するのか,DEに
よる変化の持続性に関して個人の宗教性 レベルにも焦

点を当て解明する。

③被験者の宗教性により経験的 DEの効果がどのように
異なるのかを明らかにする。

④宗教観尺度 と死観尺度の再検査信頼性を明らかにす

る。

上記の研究目的を達成するために,本論は Fig.1に示
した実験と調査から構成した。

仮説

Haydipら の指摘のように DEの 目的が死の不安の軽減
であるなら,以下の二つの仮説が導き出され,こ れらの

仮説が検証されることにより,経験的 DEの効果が認め
られたと判断できる。

①経験的 DEと しての入棺体験をすることで,否定的な
死観尺度得′点は低下する。

②経験的 DEと しての入棺体験をすることで,肯定的な

死観尺度得点は上昇する。

方   法

調査対象者

I女子短期大学看護学科学生 (看護学科は三年課程であ

り,学生は全員女性 )。 I女子短期大学は仏教 (浄土真宗)

系の学校であり,教育の基本理念に仏教精神がある。看
護学科では 1年次に宗教学 (2単位),仏教学 (2単位 ),
2年次に真宗学 (2単位)の ,合計 6単位を必修科目とし

て設置している。また週一回の礼拝 。宗教行事 (アセン

ブリーアワー)が実施されている。学生は 3年次までに

病態生理学や人体構造機能学などの専門基礎分野 (21単

位以上を修得)と 看護学概論等の専門分野 (41単位)を

履修している。3年次ではほぼ 9ヶ 月間にわたり,成人 (慢

性期・急性期)・ 老年 。母性 。小児・精神 。在宅の各領域

別 (合計 20単位 900時間)の臨地実習を実施している。
また,1年次にもコミュニケーションの基礎を学ぶ等の目

的で基礎看護学実習 I・ IIを実施している。

測定尺度

死に対する総体的態度構造 (死観 ;death perspectives)

を明らかにするために,Spilkaら (1977)が 開発した慇

項目からなる尺度を,金児 (1994)が 翻訳したもののう
ち,先行研究で因子負荷量の高かった 23項 目を 4件法で

使用した。なお,こ れまでの先行研究から,Templerの

Death Anxiety Scale(死 の不安尺度 ;DAS)と 「挫折」「苦

痛」と言つた否定的死観の下位尺度とは強い正の相関関

係が認められている (河野,1998)。 従つて,否定的死観
の強い者は死の不安・恐怖が強いと推察される。

被験者の宗教性を構造的にとらえるために金児 (1997)

の宗教観尺度を用いた。なお,これまでの金児 (1997)の

研究の積み重ねによって,大学生にも高齢層 。中年層に

も共通した日本人一般の民俗宗教性が存在することが明

らかにされている。そして金児の宗教観尺度に因子分析

を実施 した先行研究の多くでは「向宗教性」「加護観念」

「霊魂観念」の 3因子が抽出されているの。

実 験 方 法

被験者

。実験群は,選択科目のビハーラケア論を受講している 2

年生 61人 と臨地実習をほぼ全て終了した 3年生 20人

とした。実験群に,3時間の入棺体験演習開始直前と終

了時に自記式質問紙調査を実施 した (実験データは

2000年 11月 と2001年 11月 の 2回で収集 した)。

2)金児 (1995)に よれば「向宗教性とは,一般的な意味で宗教に対して好意的態度 (接近)を示すのか,否定的
態度 (回避)を取るのかという次元に関するものである。加護観念は風俗や年中行事としての軽い宗教との結
びつきに親しみを感じ, 自然にも敬虔な気持ちをもつた宗教性である。これが強く働くと神仏の加護や報恩感
謝の念となり,オカゲさまという恩情感がこの宗教性の中核を成す。霊魂観念とは霊的存在への信仰,死者ヘ
の畏怖の感情,あ るいは願い事をかなえたり祟りや罰を与えるような人知を超えた存在に対する畏怖の念,あ
るいは輪廻転生を信じること,そ うした観念の複合したものである。いわゆる,タ タリ意識という情念の観念
に相当するといえる。」 (51頁)と している。
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Fig.1

実験 と調査方法のチャー ト図
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・統制群は,選択科目のビハーラケア論を受講していな
い2年生 33人 と臨地実習前の 3年生 28人 とした。統
制群の 2年生に 3時間の講義時間前後に,3年生に 3
時間の実習オリエンテーション前後に,自 記式質問紙
調査を実施 した (Table l参 照 )。

なお本研究の実験群と統制群の振 り分けは,学生の自
由意志によリビハーラケア論を選択するか否かによって
なされている。また,ビハ_ラ ケア論受講前時点での実

験群と統制群への調査を実施してぉらず,両群の等質性
は証明されていない。 しかし, ビハ _ラ ケア論は選択科
目ではあるが多くの学生が 2年次か 3年次かのどちらか
に受講しているため,実験群と統制群とでビハーラケア
論受講前時点において死観が異なってぃる可能性は少な
いと思われる。従って,実験群と統制群の事前調査得点
の違いは,教示的 DE(ビハーラケア論)の影響を推察さ
せると思われる。そして,共分散分析により教示的 DEの

肥   電1亀整製評調査>

教示的DE有 り 19月 ～ビハーラケア論を受講

<事前調査>
(11月入棺体験演習直前に続

<実験:入棺体験(経験的 DE十)>
0 葬儀の説明
・  納棺の儀のデモストレーションに参
加 (死人役や遺族役を演じた学生 lo
名と,それを観ていた学生からなる)
。 沖 を麟

<事後調査>
(11月入棺体験演習直後に続

<調査1:経験的 DEの効果の耐
久性に関する縦断的調査>
供棺5ヶ月後の4月 に再調勘

入棺しなかった

被験者 5名は分
析から除外

<事前調査>
3hの講義やオリエンテー
ション開始直前に調査
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合計

影響等の剰余変数を統制 した上で,実験群の事前調査得
点と事後調査得点の差から,経験的 DE(入棺体験)の効
果を検討した (Fig。 1参照)。

入棺実験手続

選択科目のビハーラケア論を受講 している学生に,入
棺体験は実施された3)が ,「入棺は強制ではなく,入棺
したくない者は無理して入棺しなくても良い」こと,「入

棺やアンケー ト調査を拒否しても不利益を被らない」「ア

ンケー トの結果は誰が答えたわからないようにするた

め,秘密が漏れる等の心配はない」「アンケー トの結果は

成績には影響しない」「プライバシーは厳守する」ことが

学生に教示として与えられた。なお実験者は,ビハーラ
ケア論の演習として入棺体験を企画立案・実施した科目

担当者の了解を得て,調査者として講義に参加 した。
①入棺体験演習開始直前に,ア ンケー ト用紙に回答した

(以後,事前調査と称す )。

②実際の葬祭業者を招き,葬儀と葬儀業の歴史について
の説明を実施。

③納棺の儀のデモス トレーション (死人役,喪主役,家族

役,子供役,親戚役など被験者が役を演じながら葬祭業

者の指示に従い,納棺の儀の手順を一通り実施する)。
a.遺体安置 b.枕経 (末期の水の後,僧籍を有する科目

担当者が読経)c.着替え (足袋や髪隠しなどを装着)
d。 納棺 (本物の棺桶を使用)e.別れ花 (顔の周 りに花
を飾る)iお 別れ (蓋を閉めて合掌,3回釘を打つ)

④ 2組に分かれ,他の学生が見守る中それぞれの棺に一

人ずつ入棺した。

⑤入棺後蓋が閉められた (蓋の開閉は他の学生が実施し

たが,実験では倫理的な配慮から入棺時間の統制は実
施せず,被験者本人が出たいと申しでればすぐに蓋は
開けられた)。

⑥全員の入棺が終了し,演習終了直後にアンケー トに回
答した (以後,事後調査と称す )。

実験の結果

死観

事前調査の死観尺度に主成分法 (バ リマックス回転)に

よる主成分分析を行った。そして分析の途中で共通性の

低い 4項 目を削除して,最終的に 19項 目で再度因子分析
を実施し,固有値が 1以上で固有値が大きく低下する一

歩前という基準を採択して因子数を決定した。その結果 ,

先行研究と類似した 6因子が抽出された。結果を Table 2

に示した。尺度の内的整合性を示すクロンバックのα係

数は .81～ .46と なり,第 5因子「虚無」と第 6因子「自
然の終焉」は項目数が 2と 少ないこともあり,α 係数は

低いものとなった。

次に,死観尺度得点に主因子法による高次因子分析を
実施した (Table 3)。 その結果,固有値は第 1因子 1.31,

第 2因子λ=0.27と ,死観は高次には一次元性であるこ

とが明らかとなった。「挫折」や「苦痛」など死を否定的

にとらえる尺度が高い正の因子負荷量を示し,反対に負
の因子負荷量を示しているのは,死を肯定的にとらえて
いる「浄福な来世」や 「自然の終焉」であった。しかし,
「自然の終焉」は因子負荷量が低く,先のα係数も低かっ

たため,以後の分析からは除外 し,本研究では「挫折」
「苦痛」「未知」「虚無」を否定的死観 ,「浄福な来世」を

肯定的死観と操作的に定義する。特に「挫折」と「苦痛」

は因子負荷量が高いことから,否定的死観を代表するも
のと判断できよう。

尺度構成

死観のそれぞれの因子について,因子負荷量の高い項
目の評定値を加算した値を項目数で割った値を死観の下

位尺度得点とした。なお,実験段階で入棺を拒否した学
生が 5名 存在したため,その 5名 は以後の分析から除外
した。

Table l

実験デザイン

実験群 統制群 合 計

事前調査 :教
職 貨

E 教示的DE 教示的DE
有り   無し

事後調査 :経
戦 貨

E 入
署嘗

験 入棺体験

無し

2年生
度数

%
61

64.9

33

35.1

94

100.0

3年生
度数

%
20

41.7

28

58。 3

48

100.0

度数

%
81

57.0

61       142

43.0     100.0

3)入棺体験は実験のために計画実施されたのではなく,学生がターミナルケアについての学びを深めるためにビ
ハーラケア論の演習として設定され,希望する者のみが入棺した。
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Table 2

死観の主成分分析 (バ リマックス回転 ) Ar=134

VI

第 1因子 :苦痛 α=.81
死とは最後の不幸なできごとである

死とは最もつらいものである

死とは最後の苦しい瞬間である

。85

。84

.77

.11

.10

.08

―.13

-.01

-.05

.06    -.08

。18     .03

.22    -.04

第 2因子 :挫折 α=.75
今死ねば,家族に十分なことをしてやらずに死ぬことになる
死んでしまえば, もう希望を実現することはできない

死んでしまえば, もう人生の意義を追求できなくなる

死んでしまえば, 自分の力を十分にいかすことができなくなる

死んでしまうのは後ろめたい気がする

.00

.34

.34

.38

.14

.82     .06     .05

.66   -.27     .14

.65    -.31     .08

.60    -.25     。17

.54     .25     .07

０．

２５

２０

２．

２

一　

　

　

　

　

　

　

　

一

第 3因子 :浄福な来世 α=.69
人は死んでも極楽 (天国)へ行き,幸せに暮らすことができる
死ぬと人は清められて生まれ変わることができる

死とは仏 (神 )と の結合であり永遠の幸福である

死ぬ時になって人は完成するものだ

―.16    -.02

.11    -。04

-.05    -.05

-.04    -.21

.82

.77

。62

.49

―.06    -.05    -。 10

-.03     .11     .10

.01    -.31     .01

.10    -.09     。34

第 4因子 :未知 α=.66
死について誰もが「わからない」と言う

死とは何にもまして予測しがたいものである

死は複雑な人生の中でも,も つともわかりにくいものである

。00

.06

.34

。10     。79     。27     .15

-.19     .78    -.02    -.04

.10     。69    -.03     .04

第 5因子 :虚無 α=.52
社会全体からみれば人の死など取るに足らないことである

死んでしまえば,人は忘れ去られてしまうものである

.14

.12

.05

.15

.05     .04

。19    -.26

.80   -.13

.65    。12

第 6因子 :自 然の終焉 α=.46
死とは生命の自然の姿である

死とは人生の流れの一部である

.04    -.03

-.19     。16

―.02     .06    -.07

.12     .02     .09

８

７

固有値

寄与率

累積寄与率

2.64   2.38   2.33

13.9    12.5    12.3

13.9   26.4   38.7

1.84    1.61    1.51

9.7   8.5   8.0

48.4   56.9    64.8

分析の途中で共通性の低い4つの項目は削除した

Table 3

死観の高次因子分析 (主因子法 )

因子負荷量

教示的DEの効果に関する予備的検討 (事前調査得点の実

験群と統制群の違い)

先の実験方法の箇所で言及したように,本研究ではビ

ハーラケア論受講前時点での実験群と統制群の等質性が

証明されていないため,教示的 DEの効果に関してはあく

までも断定的な言及はできないが,予備的に検討を試み

た。事前調査の死観下位尺度得点を従属変数とし,教示

的 DEの有無と学年を独立変数とした 2要因の分散分析

を実施し,平均値と教示的 DEの効果をTable 4に示した。

教示的 DEの 効果が「挫折」「未知」に,交互作用が
「挫折」に認められ,学年の効果は認められなかった。
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Ⅳ=134

挫折

苦痛

虚無

未知

自然の終焉

浄福な来世

。65

。62

.48

.43

-.02

-.32

固有値
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Table 4

事前調査の死観尺度の平均値と標準偏差

実験群 統制群 教示的 DEの効果

苦痛

挫折

浄福な来世

虚無

未知

2.24(.58)Ar=74

2.94(.44)Ar=74

2.48(.45)Ar=73

1.74(.51)Ar=74

3.21(.51)Ar=74

2.33(.74)Ar=61

3.10(.47)Ar=61

2.34(.55)Ar=61

1.88(.73)Ar=61

3.40(.53)ハ r=61

F[1/133]=0.83

F[1/133]=5.39*

F[1/132]=2.12

F[1/133]=1.73

F[1/133]=5.54*

括弧内は SD値  *p<.o5

Table 5

事後調査の死観尺度の平均値 と標準偏差

実験群 統制群 経験的 DEの効果

苦痛

挫折

(相対値 )

浄福な来世

虚無

未知

(調整済み平均値 )

1.97(.58)

2.70(。 59)

0.92

2.65(.47)

1.61(.55)

3.13(.55)
3.21

2.28(.81)Ar=60

3.03(.52)Ar=58
0。 98

2.33(。 62)Ar=60

1.89(.85)Ⅳ=61

3.42(.53)ハ「=61
3.33

F[1/133]=6.20*

F[1/130]=6.64*

F[1/132]=9.02**

F[1/133]=4.84*

F[1/133]=3.741

Ar=75

ハr=74

Ar=74

ハr=74

Ar=75

２

・
０

・
８

・
６

・
４

括弧内は SD値  つ <.10*p<.o5**夕 <.01

拓

‐-2年生

-3年 生

実験群     統制群

Fig.2

挫折尺度得点の交互作用

交互作用を詳細に検討した結果 (Fig.2),「 挫折」尺度

において 3年生のみのデータでは,実験群と統制群に有

意な違いが認められたが lF[1/44]=14.18,夕 <.001,実

験群 y=2.68,SD=.38,N=18,統 制群』И=3.15,SD=。 43,

Ⅳ=28),2年生のデータでは 実験群と統制群に有意な違

いが認められなかつた。統制群だけのデータでは,「挫折」

は 2年生と3年生に有意な違いは認められなかつたが,実

験群のデータでは,2年生と3年生に有意な違いが認めら

れた lF[1/72]=9.01,p<.oo4,2年 生y=3.02,SD=.43,

ハr=56, 3`手生 y=2.68, SD=.38, ハ「=18)。

実験群において 3年生が 2年生より「挫折」尺度得点

が低いのは,3年生の実験群が臨地実習をほぼ終了してい

ることが関連していると推察される。ビハーラケア論と

いった教示的 DEは ,未だ臨地実習を経験せず人の死と

密接にかかわつたことのない2年生には「挫折」の変イじ

は認められないが,臨地実習を経験し,人の死を間近に

感 じる経験をした 3年生にとつては,死は挫折であると

いう否定的な死観の軽減効果があると思われる。

また 「未知」尺度に関して教示的 DEの効果が臨地実

習を経験していない 2年生と臨地実習を経験している 3

年生の両方に認められた。死についての講義など教示的

DEを通じて,実際に死にゆく人とかかわつた経験のある

人にも,ない人においても,死について知ることはでき

る可能性が示唆された。しかし,別の見方をすれば,教

示的 DEだ けでは,死について知ること以外の変化はな

く,死の不安と強く関連する「苦痛」や 「挫折」といつ

た否定的な死観の軽減には効果がないと思われる。

経験的DEの効果 (事前調査と事後調査の比較分析 )

入棺体験により,死観がどのように変化するのかを明

らかにするために,事後尺度得点を従属変数,経験的 DE

の有無と学年を独立変数とした 2要因の分散分析を実施

した。その結果,全ての尺度に経験的 DEの効果が認めら

れ,学年の効果と交互作用は認められなかつた (Table 5)。
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なお実験群と統制群で,事前調査に違いはなく,事後
調査に違いが認められた場合は,単純に経験的 DEの影
響と判断される。 しかし,事前調査で実験群と統制群に
差が認められた「挫折」「未知」尺度に関しては,教示的
DEの効果や実験前時点での両群の異質性等の剰余変数
の影響が含まれている可能性がある。従って,事前尺度
得点を共変量とし,事後の死観尺度得点を従属変数,実
験要因を独立変数とした共分散分析を実施することで厳

密に経験的 DEの効果を取りだした。
共分散分析を実施するにあたって,まず竹内 (1993)が

指摘する共分散分析を実施する前提が満たされているか

を検討した。。

共分散分析の前提を検討した結果,「未知」凡度は前提

が満たされていたが,「挫折」尺度に関しては実験群と統

制群は回帰直線の傾きが等質で原点を通過することが判

明した。従って「未知」に関しては共分散分析を実施 し,

SASの GLMプロシジャの LSMEANSス テー トメン トを
使用 して調整済み平均値を求めた。その結果,有意な傾
向性のみが認められた 0<.06)。 「挫折」尺度では事後尺

度得点を事前尺度得点で割った相対値を使用したが,先
の事前尺度得点の分析で交互作用が認められたため,「挫

折」尺度の相対値を従属変数とし,経験的 DEの有無と
学年を独立変数とした 2要因の分散分析を実施 した。そ
の結果,経験的 DEの効果が有意となり,学年の効果と
交互作用は認められなかった。

分析の結果から,入棺を体験することで看護学生は否
定的死観である「苦痛」「挫折」「虚無」が軽減 し,肯定
的な死観である「浄福な来世」が上昇することが明らか

となった。

従って ,仮説①「入棺体験 (経験的 DE)をすることで ,
否定的な死観尺度得点は低下する」,② 「入棺体験 (経験
的 DE)をすることで,肯定的な死観尺度得点が上昇す
る」は検証され,経験的 DEの効果は認められた。

入棺のインパク トと心理的悪影響

入棺前には「あなたは今 日,お棺の中に入るのが恐い

ですか ?」 という質問に対しては,「非常に恐い」と回答

した者はなく,「少 し恐い」と回答した者が 24名 (32.0

%),「 あまり恐くない」と回答した者が 30名 (40.0%),
「全く恐くない」と回答 した者が 21名 (28.0%)で ,68
%の被験者が入棺は恐くないと回答していた。そして,入
棺後には「あなたは今日,お棺の中に入つて恐かったです

か ?」 という質問に対しては,「非常に恐かった」と回答

した者は 3名 (4.0%),「少し恐かった」と回答した者が

32名 (42.7%),「 あまり恐くなかった」と回答した者が

12名 (16.0%),「 全く恐くなかった」と回答した者が 28

名 (37.3%)で ,46。 7%の被験者がお棺の中に入つて恐
かつたと回答していた。入棺前よりも,後の方が「恐い」
と回答した者の割合が多い傾向にあり (″=1,χ2=3.29,

夕<.07),入棺体験のインパクトの強さが推察された。
「お棺に入つた感想」を自由記述で回答を求めたところ

56名 から回答が得られ,記述内容の一部をTable 6に 示
した。記述内容を見ると,お棺に入つた感覚的な印象を
記述している者が多く,肯定的な記述としては「温 (暖 )
かい」「落着く」「安心」「気持ち良い」「安らげる」が多

数みられた。一方で,「寂 (淋)しい」「暗い」「孤独」「一

人ぼつち」「怖い」とぃう否定的な印象の記述もあった。

しかし否定的印象を記述 した者のほとんどは「学びに

なった」等の肯定的な感想が混在している記述であった。

そして,自 分の死や他者の死について考え,看護師にな
る上で貴重な体験ができたとする記述が複数認められる

ことから,入棺体験は死を学ぶ機会となったと言えよう。
また,入棺体験 (経験的 DE)のインパクトは強く,被験
者の感性に大きく働きかけたことが明らかとなった。な

お,得られた自由記述内容から推察する限りにおいては,
入棺により心理的な悪影響を受けた被験者は認められな

かつた。また,入棺後は学生の心理的不調に細心の注意を

払つた。 が,入棺後に不安や恐怖など心理的不調を訴え
る者,長期に講義を欠席する者は認められず,被験者はそ
の後全員看護師国家試験受験資格を得て卒業している。

調査 1 経験的DEの効果の持続性に関する縦断的調査

目的

①経験的 DEに よる死観の変化は持続するのか,経験
的 DEの効果の持続性を明らかにすること,②死観尺度
の再検査信頼性を明らかにすることを目的とした。

4)①実験前と実験後の死観尺度の相関 :「挫折」 (γ =.72)「未知」 (γ=.72)と も高い有意な相関が認められた。②
回帰直線の原点通過の有無 :「挫折」では,実験群 (INTERCEPT=0.33,網 )と 統制群 ともに原点を通る
(INTERCEPT=1.31, πs)。 「未知」では実験群 (INTERCEPT=3.34)と 統制群 ともに原 ′点を通:ら ない
(INTERCEPT=2.62)。 ③回帰直線の傾きの等質性 :「挫折」 (実験群×事前調査 F[1/130]=.002),「 未知」 (実
験群×事前調査 F[1/133]=1.18)と も傾きが等質。
5)一学年 70名程の学科であり,学生の欠席状況や健康に関する情報は得やすい状況にあつた。
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Table 6

「お棺に入つた感想」の自由記述内容

感覚的印象 死 について

肯定的 否定的 自分の死について 他者の死について

「ほつとした。木のいい

香りがして, とても静
かだった」

「思ったより嫌ではな

かつた,案外暖かくて
気持ちよかった」

「静かで安らげる空間

だと思つた 」

「暗くて,暖かくて,狭
い空間が妙に落ち着い

た。恐いという気持ち

はなかつた」

「落ち着ける空間だっ

た。周りの人の声や音

が適度に聞こえて安心

できた」

「思っていたより恐い

ものではなく,居心地
の良い不思議な感 じ」

(一部抜粋 )
「温 (暖 )かい」
「落着く」
「安心」
「気持ち良い」
「安らげる」
「静か」
「居心地の良い」

「恐いとい うより寂 し

い感 じがした」

「静かで した。恐いよ

り,淋 しいと思いまし
た。貴重な体験でした」

「良い経験になつた。な

んだか一人ぼつちで暗
い中にいるのが淋 し

かつた。誰かそばにい

てもらいたかつた」

「今日入つたお棺が,今

までの人生の中で入つ

た空間の中で一番小さ

いものだったような気

がします。周囲のにぎ

やかな空気の中で,私
一人だけが疎外された

感 じがしました。生き

る者 と死んだ者 との

別々の世界を感じまし

た」

「落ち着けた,窓を閉め

ると少し寂しい気がし

たJ

(一部抜粋〉
「寂 (淋 )しい」
「日音い」
「孤独」
「一人ぼつち」
「怖い (恐い)」
「疎外」

「いつかこの中に戻つてくる自

分がいるような気がしました。

思つたよりもふわふわした感じ

がした。入棺前はお棺の中に ,

どこか肌寒い感じを持っていた

のですが, どこか温かい感じが
しました。落ち着く感じを受け

ました」

「お棺の中は静かで,心落ち着く

ような感 じでした。この中で安

らかに眠つて旅に出られるの

だったら悪い気はしませんでし

た」

「生きてお棺に入ることは滅多

にないことだし,貴重な体験だ
と思います。入つた時は少し恐

かつたけれど,いつかは私も死
ぬんだと実感しました」

「もつと暗く,音が聞こえないか

と思つていたが,思っていたよ
りも明るく,外の音も聞こえて
きたので,私が死んだ時にはま
わりで楽しい話をして欲しいと

感じた」

「亡 くなつた人に感情はな く

なつてしまうのかもしれないけ

れど愛する人や患者さん,ゆ く
ゆくは自分もお棺に入る。どん

な感 じなのかを体験させて頂き

ありがとうございます」

「生まれる時も一人。死へ向かう

のも一人と感じる。でも,生ま
れてくる時も,死ぬ時も,待つ
てくれている人や看取つて送っ

てくれる人がいることが望まし

い」

「今までの人生を振 り返 りそ う

になつた」

「こうやって死に関することは

日常生活の中でなかなかふれる

ことはできないので,看護者と
してこれから活動していこうと

いう準備の段階において人の命

について考えることができて ,

よかつたと思う。暗くて孤独」

「処置ではなくて,お見送りとい

う気持ちを持って接することの

大切 さを学んだ。“死"につい
て,逃げるのじゃなくて,向き
合える姿勢をもてる気がした」

「今後,亡 くなられた方と,その

ご家族の思いを大切にし,丁寧
な態度で関わつて行きたいで

す。人生の一場面に立ち合わせ

ていただくことを感謝する気持

ちになりました」

「お棺に入ることで,お棺に入る

ということが,そ んなにこわい
ものではないとわかつたし,こ
れから看護の道に進んで,亡 く
なった人にかかわることがあつ

ても厳粛な気持ちでかかわれる

気がする」

「お棺の中に入ることはあまり

経験できないことなので,体験
できてよかつた。旅支度の一つ

一つの意味を理解でき,今後 ,

臨床に出て身内でなくとも患者

の死後の処置を,心をこめてで
きると思つた」

「入る前少し抵抗があつたけれ

ど,今後看護婦として人間とし
ての生活に役立つと思います。

お棺に入れて良かつたです」

「恐いと思 うより,ち ゃんとお別

れできる人,亡 くなつた方に接
する人にな りたいと思いまし

た」

「落ち着ける場だつた。亡くなっ

た人の気持ちを考えた」

注)表中の記載は回答が得られた56名全員の自由記述ではなく,特徴的な記載のみを一部抜粋している。
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苦痛

挫折

浄福な来世

未知

虚無

.48***

.46**

.43**

.13

.46**

沢=.57***

R=.47***

R=.49***

R=.34***

R=.45***

Table 7

5ヶ 月後の尺度得点を目的変数 とした重回帰分析

ハr=55

標準偏回帰係数
重決定係数

事前得点  事後得点

調査2 被験者の宗教性によるDEの

効果の違いに関する縦断的調査

目的

実験群というグループ単位で見た場合,実験の結果か

ら入棺体験により死観は変化すること,調査 1の結果か

ら死観の変化は一時的なものであり,「未知」以外は変化

の持続性は乏しいことが明らかにされた。調査 2では,最

初に述べた Durlak(1994)や Knight&Elfenbein(1993)

の指摘のように,①被験者の宗教性 レベルでの DEの効

果について検討することを目的とした。また,②宗教観

尺度の再検査信頼性を明らかにすることを目的とした。

方法

調査 1の被験者に入棺前の 2000年 の 5月 と6月 の 2回 ,

金児の宗教観尺度のうち先行研究で因子負荷量の高かっ

た 26項 目を 4件法で使用し,宗教観を測定した。

結果

1 宗教観
55名 は因子分析を実施するには非常に少ないサンプル

ではあるが,5月 に実施した調査データを用いて,予備的

に因子分析 (主因子法 ,プロマックス回転)を実施した。

その結果,先行研究と一致した因子が抽出され,因子に高

い負荷を示した項目も類似していた。またクロンバックの

α係数も .68～ .74と ,比較的高い値が得られた (Table 8)。

2 尺度構成
宗教観のそれぞれの因子について,因子負荷量の高い項

目の評定値を加算した値を項目数で割つた値を宗教観の

下位尺度得点とした。下位尺度の平均は,「向宗教性」尺

度得点ノ=2.29(∬ )=。40),「力日護観念」尺度得点ノ=2.95

(SD=。 40),「 霊魂観念」尺度得点ν=2.79(I)=.48)と

なった。尺度の中位点 (賛成でも反対でもない点)は 2.5

点となる。

3 宗教観尺度の再検査信頼性
宗教観尺度の再検査信頼性を明らかにするために,5月

に実施したデータの尺度得点と6月 に実施したデータの

尺度得点との相関係数を求めた。その結果,「向宗教性」

γ=0.67,「加護観念」γ=0。 80,「霊魂観念」γ=0。 80と満足

のできる再検査信頼性が得られた。

4.宗教性によるDE効果の違い

死観の事前尺度得点と事後尺度得点の差 (事後得点―

事前得点)を従属変数とし,宗教観の下位尺度得点それ

ぞれを,得点の上位 4分の 1群 と中位群そして下位 4分

の 1群の,三つの群に分け,それを独立変数とした分散
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.33*

.29*

.34*

。50**

.261

†
夕<.10*夕 く.05**夕 <.01***夕 <.001

方法

実験群の 2年生 55名 を対象に,入棺の 5ヶ 月後に再度

死観を測定した。

結果

まず,死観の変化の持続性を明らかにするために,5ヶ

月後の尺度得′点を目的変数とし,事前尺度得点と事後尺

度得点を説明変数とした重回帰分析を実施 した。その結

果,「未知」尺度以外は,事前尺度の方が事後尺度よりも

高い回帰を示していた (Table 7)。

また,5ヶ 月後の尺度得点と事後の尺度得点の差に,繰

り返しのある平均値の差の検定を実施したところ,「未知」

尺度以外は 5ヶ 月後と事後に有意な差が認められた (「苦

癖珀y=.279,′ =4.52,p<。 Ool,「挫り斤」ν=.256,′ =3.90,

ク<.001,「 浄福な来世」y=_。 132, ′=-2.61,p<.o5,「 虚

無」y=.185,′ =2.47,夕 <.05,「未知」y=.089,′ =1.25,

πs)。 そして 5ヶ 月後の尺度得点は事後の尺度得点よりも,

否定的死観においては増加 し,肯定的死観に関しては減

少しており,DE実施前の得点状態に近づいている。
よつて,「未知」尺度は,5ヶ 月後にも変化は持続する

ことが明らかとなった。従つて,実験群というグループ

単位で見た場合は,経験的 DEの効果の 5ヶ 月後の持続性

は「未知」にのみ認められることが明らかとなつた。

死観の再検査信頼性に関しては,5ヶ 月後の尺度得点と

事前尺度得点との相関を求めた。ただし,「未知」尺度だ

けは先の重回帰分析で事後尺度得点の方が高い回帰を示

していたため,5ヶ 月後と事後との尺度得点の相関を求め

た。その結果,「苦痛」γ=。 72,「挫折」γ=.65,「浄福な来

世」γ=.65,「 虚無」γ=.65,「 未矢口」γ=.58と , 5ヶ 月後と

いう長期間にもかかわらず,比較的高い相関が得られ,死

観尺度の再検査信頼性は確認された。
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Table 8

宗教観因子分析表 主因子法 (プ ロマックス回転 )

第 1因子 向宗教性 α=.742
宗教によつて, 自己の存在の意味が教えられる

信仰をもつことによつて,人生の目標が与えられる

信仰に裏打ちされた生き方こそ,人の真の生き方である

宗教心のない人は,心の貧しい人である

宗教は社会の道徳を確立し,維持していくのに不可欠である

曇製亀裏二Л:讐 F'ぅ雪[量Fヒλ≧電;」 ?厭言[言Z魯藻撃:32と思う
宗教は心身のよい修養になる

。79

.58

.57

.50

.49

。44

.36

。28

-。58

―.05      -.05

.05       .05

_.19       .06

.14       .04

.08      -.08

.09       .09

-.04       。13

.21       -.18

.lo       .16
宗教を信 じていなくても,幸福な生活を送ることができる

*

第 2因子 加護観念 α=.736
観音さんやお不動さんに親 しみを感じる

神社の境内にいると心が落ちつくことがある

氏神の祭 りは,地域の結びつきを高めるのに必要である

祖先崇拝は美しい風習である

宗教が人生の意味を明らかにしてくれることはな
い *

昔からのしきたりや年中行事には抵抗を感じる
*

宗教を信じても何の利益もない
*

。32

.02

-.26

.03

-.30

。24

-。22

.74      -.07

.68      -。02

.60       .00

.47      .15

-。 32      -.07

-.50      -.08

-.58      -.03

第 3因子 霊魂観念 α=.679
人は死んでも,繰 り返し生まれ変わるものだ

仏様や神様を信心して願いごとをすれば,いつかその願いごとが
かなえられる

死後の世界はあると思う

.08

.27

-.09

-.29

.00

-。05

-.07

―.05       。66

-.16      .64

。12      .56

.04      .53

.12      .45

。03      .24

-.08      -.66

祈 りの目的は幸せで安全な生活を獲得することである

死者の供養をしないとたたりがあると思う

科学が進めば進むほど,宗教の重要性が薄れる

地獄・極楽というのは迷信である
*

因子間相関
Ｉ

Ⅱ

Ⅲ

I

1.00

_.14

.05

Ⅱ

―.14

1.00

-.13

III

.05

-.13

1.00

分析の途中で共通性の低い3つの項目を削除した。
*印は反転項目

分析を実施した。

なお,2001年の実験群の宗教観尺度は,入棺の 1年 5ヶ

月前に浪1定 したものになるため,以下の分析では 2000年

の実験群データのみを使用した (入棺 5ヶ 月前に測定
した

宗教観尺度得点を使用π=26)。

その結果,向宗教性においては
「挫折」

『

[夕23]=3.45,

ク<.05,上位群Ⅳ=8,y=報。55,W卜 .49,中位君羊
y=0.42,

SD=。 34,N=11, 下位群″=0.00,SD=.46,N=7)と
「浄

福な来世」lF[222]=3.48,夕 <.05,上位群ν=0.47,I)=。
31,

Ⅳ=8,中位群″=0.30,X卜 .31,N=10,下 位群ν=0.07,

Яル .24,N=7)に 有意な差が認められた。Tukeyの 下位

検定の結果,「挫折」においては上位群
<下位群 <中位

群,「浄福な来世」においては上位群 >下位群が明らかと

なつた。すなわち,宗教に接近的・肯定的態度を持つ者

は,それらを全く持たない者よりも,入棺により死は
「挫

折」ではなく「浄福な来世」を信じる死観に変化す
るこ

とが明らかとなつた。

興味深いのは,先の高次因子分析において最も否定的

死観への因子負荷量の高かつた
「挫折」尺度が,向 宗教

性中位群では正の変化量になつていることである。
正の
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変化量になつているということは入棺により,よ り死を

挫折とみなす傾向が強くなつたことを示している。向宗

教性尺度得点の平均値がν=2.29であることから,宗教
に対してどちらかと言えば否定 (回避)的態度を持つ者

は入棺により,死 を挫折とみなす否定的死観が強まるこ

とが明らかとなった。

加護観念においては,「浄福な来世」 lF[292]=6.08,

夕<。007,上位群Ⅳ=7,y=0.54,W)=.30,中 位群Ⅳ=11,
y=0.30, SD=.29, ~下 位群Ⅳ=7, M=0.04, SD=。 17)に

のみ有意な差が認められた。Tukeyの 下位検定の結果,上

位群 >下位群が明らかとなつた。すなわち,報恩感謝の

念を強く持つ者は,それらを持たない者よりも,入棺に

より「浄福な来世」を信 じる死観に変化することが明ら

かとなった。霊魂観念においては有意な違いは認められ

なかった。

5.宗教性によるDE効果の持続性の違い

次に, どのような宗教観を有 している者が DEに よる
死観の変化に持続性がないのかを明らかにするために,

5ヶ 月後の調査 (調査 1)の死観尺度得点と事後調査の死

観尺度得点の差 (5ヶ 月後得点―事後得点)を従属変数と

し,宗教観の下位尺度得点それぞれを,得点の上位 4分
の 1群 と中位群そして下位 4分の 1群に分け,それを独
立変数とした分散分析を実施した。

その結果,向宗教性においては「苦痛」lF[2/23]=3.57,

夕<.045,上位群 y=0.33,証卜 .40,ハr=8,中小Ltt ν =0。 45,

SD=.60, Ⅳ=11, 下位群″=-0.14, SD=。 26, Ⅳ=7)に有

意な差が認められた。Tukeyの 下位検定の結果,「苦痛」

においては中位群 >下位群が明らかとなった。すなわち,

宗教に対してどちらかと言えば否定 (回避)的態度を持
つ者は,宗教に強く否定 (回避)的態度を持つ者よりも,
「苦痛」という死観の変化に持続性がないことが明らかと

なつた。加護観念においては有意な違いは認められな

かつた。霊魂観念においては,「苦痛」 lF[夕23]=4.96,

ク<.016,上位群″=0.52,Wル .57,Ⅳ=7,中位群
"r=o.36,9=.44,Ⅳ=12,下位群 y=_cl。 19,I)=.33,Ⅳ =7)にの

み有意な差が認められた。Tukeyの 下位検定の結果,上

位群 。中位群 >下位群が明らかとなった。すなわち霊魂観
念が強い者は,霊魂観念が弱い者よりも「苦痛」という
死観の変化に持続性がないことが明らかとなつた。

全体の考察

実験方法の箇所で言及 したように,本研究ではビハー

ラケア論受講前時点で実験群と統制群に死観に関する調

査を実施 していないため,教示的 DE前時点での両群の

等質性を証明できない。そのため教示的 DEの効果に関

する分析において,実験群は統制群よりも死を「未知」と

しないことが示されたが,これが教示的 DEの効果であつ

たとは断定できない。なぜなら,実験群はビハーラケア

論に関心のある者であり,も ともと死を未知としていな

かつた可能性がある。なお,経験的 DEの効果に関して
は,事前調査得点を共変量とした共分散分析により剰余

変数が統制されているため,実験群と統制群の等質性を

証明できていない問題の影響は少ないと思われる。従っ

て,教示的 DEの効果に関する結果の解釈については限
界があるものの,以下,本研究の結果に基づき,看護職
へのDeath Educationに関して重要と思われる点について

指摘しておきたい。

実験の事前調査得点の分析結果から,教示的 DEだ け
では,死について知ること以外の変化はなく,「苦痛」や
「挫折」といった死に対する否定的な態度の軽減には効果

がないことが推察された。いわば教示的 DEのみでの限
界が本研究結果から予沢1される。しかし一方で,教示的
DEは臨地実習経験のある人には,「挫折」の軽減効果が
推察された。

ではなぜ臨地実習の経験がある者には教示的 DEに よ
り否定的な死観の軽減効果があるのだろうか。それには

死を身近に感 じる経験をしているか否か,死に対する感

受性が高まっているか否かが関係 していると思われる。

本来,人 は死を拒絶 し死の恐怖を抑圧する傾向にある

(Becker,1973)。 現代ではテレビや新聞などのマスメディ

アを通じて,戦争そして事故などによる見知らぬ他者 (三

人称)の死に関する情報は氾濫している。しかし一方で ,

平均寿命が男性 78歳,女性 85歳 に達し,約 8割の人が

病院で死を迎えている今日では,身近な他者 (二人称)の

死に遭遇する経験や看取りの経験は減少し,死は日常か
ら隔離されている。そのような状況にある現代の若者に

とつては,死は架空のもので他人事であり,死をリアル

な問題として実感 しにくい。そのため,看護学生におい

ても臨地実習を経験するまでは死を現実の実際の問題と

して身近に感 じることは少ないと思われる。従って教示

的 DE(ビハー ラケア論)で 「人間は,誕生 。成長・衰
退 。消滅という過程をたどる存在であり,それは人間と

しての自然な“いのち"の営みの過程である (藤腹,2000)」

ことを学んでも腑に落ちず,死は「挫折」であるという

否定的な認識は軽減 しないと推察される。別の見方をす

れば看護学生は臨地実習を通じて病む人,老いる人,死
にゆく人とその家族といった看護ケアを必要とする対象

に接してはじめて,死に対する感受性が高まり,座学で

学んだ疾病や病態等の医学的知識や看護学に関する知識

および理論が統合される。その感受性の高まりによって,
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教示的 DEは理性だけでなく感性にも働きかけることが

できると思われる。

そして,入棺実験結果から経験的 DEに より,看護学

生は否定的死観である「苦痛」「挫折」
「虚無」「未知」が

軽減し,肯定的な死観である「浄福な来世」が上昇する

ことが明らかとなつた。だが,調査 1の結果より,そ う

した経験的 DEの効果の持続性は「未知」以外には認め

られなかつた。死とは何か,死についての知識は,DEに

よリー度得られれば,その知識は消失しないが,その他

の「苦痛」「挫折」など死に対する否定的な態度の軽減効

果には持続性がないことが明らかとなつた。従つて,死

を看取ることの多い職種である看護師においては,卒業

前と卒後教育の一環として専門家による Death Education

が定期的に繰 り返し実施されることが求められると言え

よう。

調査 2の 「宗教性によるDE効果の違い」から,宗教

に接近的・肯定的態度を持つ者は,それらを持たない者

よりも,否定的死観が軽減し,肯定的死観が強まるといつ

た経験的 DEの効果が強いことが明らかとなつた。しか

し,一方で宗教に対してどちらかと言えば否定 (回避)的

態度を持つ者は,入棺により,かえつて死を挫折とみな

す否定的死観が強まることが明らかとなつた。従つて,本

研究で実施された,入棺や葬儀といった経験的 DEプ ロ

グラムの内容は,強 く宗教に接近的・肯定的態度を有す

る者や報恩感謝の念のある者には特に効果があると思わ

れる。本研究の結果からDeath Educationの 効果に関して

は,被験者の宗教性の要因が大きく影響することが明ら

かとなつたが,効果的な Death Educationを 考案するため

には,欧米のプログラムをそのまま取り入れるのではな

く, 日本人の宗教性を考慮したプログラムを考える必要

性が示唆されたと言えよう。

今日,末期患者の精神的ケアの重要性が認識されてい

るが,反面, 日本の医療現場においては末期患者への精

神的ケアが不足していることが多方面から指摘されてい

る。そしてそうした精神的ケアの不足の要因として,医

療者自身が持つ死の不安や否定的死観が関係 しているこ

とが指摘されている (河野,2001a)。 患者の精神的ケア

を行 う上で何よりも看護職に求められる態度は,患者の

傍らにいき,患者の苦痛や訴えを共感的に傾聴できる姿

勢である。インド・ネパール
。日本の看護師と看護学生

の死の不安を比較した河野 (2001b)の研究では,日 本の

対象者はインドやネパールの対象者と比較して死の不安

が強く,中 でも日本の看護学生は著しく死の不安が強い

こと,死の不安の強い者は瀕死患者の所に行くのを怖が

る傾向にあることが明らかにされている
の。日本の看護

師の死の不安が強いことからも推察されるように,看護

師としての臨床経験を積み重ねるだけで死の不安は軽減

されるのではない。本研究との関連から言えば,看護学

生は臨地実習を行 うだけで,「挫折」という否定的死観が

軽減するのではない。結果から入棺体験 (経験的 DE)の

インパクトは強く,被験者の感性に大きく働きかけたこ

とが明らかとなつた。よつて,死の不安を軽減するため

には,死を身近に感じる (死に対する感受性を高める)経

験と教示的 DEの併用,あ るいは経験的 DEに より感性

に働きかけることが必要と思われる。古来より死とは何

か,死の意味づけに関しては宗教がその役割を担ってき

たが,世俗化がすすんでいる現代日本においては信仰を

有する人は減少している。より良いターミナルケアを提

供するためには,死や末期の患者に対する強すぎる恐怖

や忌避的態度は軽減されることが望ましく,世俗化のす

すんだ現代日本においては特に,看護職への Death Edu―

cationは是非実施されるべきものである。将来的には日本

は益々高齢化がすすみ多死社会が到来すると指摘されて

いる。そのような時代においては特に,末期の患者を孤

独にすることなく,充分な精神的ケアが提供されること

が求められる。看護職やケアに携わる人の死の不安を軽

減するための,日 本人の宗教性を考慮した効果的な Death

Educationの 考案は急務の課題である。

最後に本研究の問題点と課題を述べておこう。本研究

は実験群と統制群の等質性を証明できていないという実

験計画法上の大きな問題点がある。また,本研究の調査

対象者は仏教系の短大に在籍する看護学生であり,調査

前時点で宗教学や仏教学など宗教に関する必修科目を履

修しており,特殊性がある。従つて本調査から得られた

知見を一般化するためには,宗教的基盤のない学校に在

籍する学生をも対象にした,綿密な実験計画からなる更

なる追試が必要であろう。
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Changes in the perspective of death of nursing students through the experiential encoffining

method:A quasi― experilnental study on assessing the effects of death education

YuMI KoNO(4グπθし物づυιttJ″ )

The purpose of this study was to longitudinaHy assess the effects of a death education program for nursing

students,in which the encoffining process was learned experientialy.This study consisted of a quasi― expe五 ment,

and two surveys adllninistered longitudinally(Study l),tO evaluate changes in the perspective of death over tilne.

Furtherllnore, the effect of the participants' religiousness was also exalnined (Study 2)。  Results revealed that

experiential death education was effective in reducing negative perspectives toward death,increasing rnore positive

perspect市 es.However,the experiment fen short of inducing lasting change in perspective.Finally,religiousness

was found to inauence the amount of effect experiential death education had on the perspective toward death.

Key Words:Death education,Death perspectives,View of religion,Nursing students
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